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 農作物栽培活動と農作物観察活動に着目し，保育５領域の環境領域と栄養学の視点から環境教育と食育

について検討した．６種類の農作物の名前の正答率は高く，これは大学入学までの栽培経験によると考え

られる．栽培活動を通じて農作物への愛着及び命の大切さを理解できるようになっている．また，農作物

の食育への利用としては「食材に興味を持つこと」，「農作物を調理して食べること」，「好き嫌いをな

くすこと」に関する回答が多くみられる． 
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1.  はじめに 

 

 地球環境と食は密接な関係がある．大気環境も水環境

も土壌環境も汚染されていない安全な環境でないと安全

な食材が生産されない．ここでは農作物栽培活動と農作

物観察活動に着目し，保育5領域の環境領域と栄養学の

視点から環境教育と食育について検討する． 

 

(1)  環境教育の重要性について 

 笹川（2018）1)は，子どもに環境にかかわる力がなぜ

必要かについては次に示すようにまとめている． 

 １)  日本では，2005～2014年までの10年間を「国連

持続可能な開発のための教育の10年」とした．一

人ひとりが，世界の人々や将来世代，また環境

との関係性の中で，生きていることを認識し，

行動を変革することが必要である（そのための

教育を「持続可能な開発のための教育（ESD，

Education for Sustainable Development）」と呼んでい

る）2)
．  

２）2006年に60年ぶりに改正された教育基本法で，こ

れからの子どもを教育する指針として，学習指

導要領に「持続可能な社会」という文言が盛り

込まれた3)． 

３)  21世紀に生きる子どもたちに環境や自然と人間

とのかかわり，環境問題と社会経済システムの

在り方や生活様式とのかかわりなどについて理

解を深めさせ，環境の保全やよりよい環境の創

造のために主体的に行動する実践的な態度や資

質，能力を育成することが求められている4)． 

４)豊かな自然や身近な地域の中での様々な体験活

動を通して，自然に対する豊かな感受性や生命

を尊重する精神，環境に対する関心等を培うこ

とが必要である4)．  

５）「持続可能な社会」を達成するために全ての

人がもたなければならない倫理的思考の素地と

なる「感性」は，家庭や幼児教育の現場で培わ

れるものである． 

６）子どもが環境にかかわる力を育てるというこ

とは，子どもが科学的なものの見方・考え方を

習得するための素地としての「感性」を育てる

ことになる．  

７）現在，人類は，地球生態系の一員として他の

生物と共存しており，生物を食料，医療，化学

などに幅広く利用しており，他の生物種の存在

なくしては，人類の存続はあり得ない状況であ

る． 

 以上のように，子どもの環境にかかわる力の養成のた

めに，環境教育は重要である． 
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